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【原著論文】  

 

 

モンゴル語の二重格語尾の日本語訳における熟達度による違い  

 

ゴ  スチンゴワ * 

 

摘要  

日本語において格助詞を重ねて使うことはできないが、モンゴル語では格語尾

と格語尾が重ねて使われる場合がある。その重ねて使われる格語尾を二重格語尾

という。また、モンゴル語の二重格語尾は大きく三分類できる。そのため、本稿

ではゴ（ 2020）の分類結果を踏まえて、モンゴル語の二重格語尾が含まれる文を、

モンゴル語を母語とする日本語学習者がどのように翻訳しているのか、日本語の

学習レベルが上がることによってどのような特徴がみられるのかについて日本語

能力試験 2 級（ JLPT N2）と 3 級（ JLPT N3）レベルの学習者それぞれ 20 名

を調査対象としてアンケート調査を行い、その結果を分類した上で比較分析する

ことを試みた。  

 

１．はじめに  

 留学生が日本語を習得する際、格助詞を始めとした文法項目を系統的に学習す

る必要がある。日本語とモンゴル語のいずれの言語も形態論上は膠着語に分類さ

れ、格語尾を付着させることで文の文法的意味を示す。一般的にモンゴル語母語

話者が日本語を学ぶ場合、モンゴル語との異同を確認する作業からはじまり、日

本語の基本文法を一層容易かつ正確に理解したうえで使えるようになると考える。

例えば、日本語の格助詞「から」「より」がモンゴル語の奪格語尾の「 ᠡ ᠴᠡ」と対応

するように、日本語とモンゴル語を比較して学ぶだけでも、日本語の格助詞に関

する用法を理解することが可能である。しかし、小林（ 1983）はモンゴル語を母

語とする日本語学習者は日本語の格助詞を間違いやすいと述べている。このよう

に格助詞の誤用が多くみられる原因について、ᠤᠯ ᠠ ᠭ᠋ ᠠ ᠨ ᠴ ᠡ ᠴ ᠡ ᠭ（ 2016）ではモンゴル語の
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格語尾と日本語の格助詞は一致する場合もあれば、一致しない場合もあるため、

誤用率が高くなっていると指摘している。  

浅川・竹部（ 2014）は、日本語の助詞分類の基礎となる助詞相互の承接に関す

る原則の一つとして、格助詞と格助詞とは重ならないと記述しており、その理由

として、格助詞は体言または体言に準ずる語を承けて下の語との関係を表す助詞

であるので、格助詞どうしが重なることができないとしている。しかし、モンゴ

ル語では日本語と異なり二つの格語尾が重なって使われる場合がある。例えば、

「 ᠮ ᠠ ᠨ   ᠤ    ᠳ᠋ ᠤ  ᠪᠠ��  �」というモンゴル語の文の中でモンゴル語の属格語尾「   ᠤ」と与位格

語尾「   ᠳ᠋ ᠤ」を重ねて使用していることが確認できる。この文を日本語に翻訳する

と「私の家にある。」となる。モンゴル語を母語とする日本語学習者が、属格語尾

が含まれる二重格語尾を日本語の学習過程においてどのように習得・処理してい

るかに関する研究は、ゴ（ 2020）のほか見当たらない。  

 

２．モンゴル語の二重格語尾に関する先行研究  

清格爾泰（ 1999）は、モンゴル語の二重格語尾を大きく 3 分類している。それ

ぞれ、与位格語尾を基本とする二重格語尾、共同格語尾を基本とする二重格語尾、

属格語尾を基本とする二重格語尾の 3 種類である。まず、与位格語尾を基本とす

る二重格語尾は  「   ᠲ ᠤ   ᠠ᠌ ᠴ ᠠ」の 1 種類のみであり、与位格語尾と奪格語尾が重なって

おり、  モンゴル語の「  ᠭᠡ ᠷ」という名詞に接続して使われるという。次に、共同格

語尾を基本とする二重格語尾は次にあげる例のように 2 つの意味を持つ。例えば

「  ᠰ ᠠ ᠯ ᠬᠢ ᠨ  ᠲ ᠠ ᠢ  ᠠ ᠴᠠ（共同格語尾＋奪格語尾）」とは「風が吹いているので」という意味

があり、「  ᠮ ᠤ ᠷ ᠢ  ᠲ ᠠ ᠢ   ᠳᠤ（共同格語尾＋与位格語尾）」とは「馬がいる人に」或いは「午

年の方に」という意味がある。最後に、属格語尾を基本とする二重格語尾につい

ては、「   ᠤ   ᠠ᠌ ᠴ ᠠ（属格語尾＋奪格語尾）」 「   ᠤ       ᠳᠤ（属格語尾＋与位格語尾）」 の 2 種

類を取り上げている。例えば、「  ᠲ ᠠ ᠨ     ᠤ   ᠠ᠌ ᠴ ᠠ  ᠶ ᠠ ᠪᠤ ᠭ ᠰ ᠠ ᠨ」とは「あなたの家から帰った」と

いう意味を表し、「  ᠲ ᠠ ᠨ     ᠤ      ᠳᠤ  ᠤᠴᠢ ᠭ ᠰ ᠠ ᠨ」とは「あなたの家に行った」という意味を表す

という。このように、モンゴル語においては 2 つの各語尾が重なり、どれか一つ

がなくなると文の意味がわかりづらくなってしまうという。また、モンゴル語の

属格語尾は所有、性質、部分、原材料、容器、時点，場所、設立主体、固有の名

称、動作主、範囲を表すと述べている。  
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フフバートル（ 1993）はモンゴル語の基礎文法書であり、モンゴル語の二重格

語尾についてモンゴル語には格語尾が 2 つ重なる場合があると述べている。なか

でもよく使われるのは属格語尾＋与位格語尾および共同格語尾であると述べてい

るが、二重格語尾の細かい分類はされてない。二重格語尾として属格語尾   � ᠢ ᠨ yin、

  ᠦ ᠨ  un/ün、   ᠤ  u／ü＋与位格語尾   ᠳ᠋ ᠤ  du/dü、   ᠲ ᠦ  tu／ tü および属格語尾   � ᠢ ᠨ  yin、   ᠦ ᠨ  

un/ün、   ᠤ  u／ü＋共同格語尾 ᠲ ᠠ ᠢ  tai /tei[tai,tɔi ,tei]  tai /tei について次のような用

例を挙げている。   

 （ 1）先生のところへ行く  

これをモンゴルに翻訳すると「 ᠪᠠᠭ ᠰ ᠢ   ᠶ ᠢ ᠨ  ᠳ ᠦ  ᠤᠴ ᠢ �  �᠃」となる。ここでは属格語尾の

「     � ᠢ ᠨ」と与位格語尾の「   ᠳᠤ」が重ねて使われていることが分かる。  

（ 2）その人のと同じものを買おう。  

これをモンゴル語に翻訳すと「 ᠲ ᠡ ᠭᠦᠨ     ᠤ ᠲ ᠠ ᠢ  ᠠᠳ᠋ ᠠ ᠯ ᠢ     � ᠢ ᠠᠪᠤ �  �᠃」となる。この文では属

格語尾「     ᠤ」と共同格語尾「 ᠲ ᠠ ᠢ」が二重格語尾を形成している。（ 1）と（ 2）のモ

ンゴル語の翻訳文のように、モンゴル語では 2 種類の格語尾を重ねて使うことの

できるケースがしばしばみられると述べている。  

ゴ（ 2020）ではモンゴル語の二重格語尾と共同格語尾を基本とする二重格語尾、

属格語尾を基本とする二重格語尾、与位格語尾を基本とする二重格語尾に大きく

3 分類し、属格を基本とする二重格語尾をさらに、「属格語尾 +対格語尾（   ᠤ   � ᠢ）」、

「属格語尾＋与位格（   � ᠢ ᠨ   ᠳ᠋ ᠦ）」、「属格語尾＋与位格（   ᠦ   ᠳ᠋ ᠦ）」、「属格語尾＋奪格（   ᠤ   ᠠ᠌ ᠴᠠ）」、

「属格語尾＋造格語尾（   ᠤ  ᠪᠠ ᠷ）」、「属格語尾＋共同格語尾（   ᠤ  ᠲ ᠠ ᠢ）」の 6 種類に分類

したうえで、日本語能力試験（ JLPT）2 級レベルのモンゴル語を母語とする日本

語学習者が、属格を基本とするモンゴル語の文をどのように翻訳しているか、正

しく表現しているかについて調査した。その結果、「助詞 +名詞」「名詞 +助詞」「助

詞 +名詞 +名詞」「助詞 +助詞」「助詞」「φ」の 6 種類で翻訳されていることが確認

できた。しかし、この調査ではモンゴル語を母語とする日本語学習者の日本語の

能力が上がることによってどのように変化していくのか、また、その特徴が明ら

かにできていない。  

 

３．研究目的  

以上の先行研究から、モンゴル語を母語とする日本語学習者の格助詞に関する
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誤用が多いことや、モンゴル語の格助詞の使い方の複雑性により、モンゴル語の

二重格語尾が含まれる文を正しい日本語に翻訳できるのか、できている場合どの

ように翻訳しているのか、また、正しくできない場合はどのように翻訳している

のか、それぞれの翻訳の特徴を明らかにする。その際、日本語の学習レベルが異

なることによって翻訳の形式が異なるのかについて明らかにすることを目的とす

る。  

 

４．調査対象者と調査方法  

 まず、調査対象者については、表 1 に示しているように、日本語能力試験 2 級

と 3 級に合格しているモンゴル語を母語とする日本語学習者それぞれ 20 名とし

た。調査対象者の 40 名の調査対象者は全員内モンゴル出身で日本語教育を専攻

しており、日本語の学習歴は 3 年～ 6 年である。なお、N2 レベル以上の学習者の

内訳は N1 合格者 5 名、N2 合格者 15 名であり、日本語の学習歴は 3 年～ 6 年で

あるのに対して、N3 レベルの学習者 20 名の日本語の学習歴は 3 年である。  

 

表 1：調査対象者  

 
  

本稿で使用する日本語能力試験 2 級と 3 級の日本語学習者のデータは、2019 年

6 月 7 日から 2019 年 6 月 27 日までの 21 日間にわたり調査したものである。調

査文は属格語尾を基本とする 6 種類の二重格語尾それぞれにつき 3 つ、計 18 の

モンゴル語の文を使用し、モンゴル語を母語とする 2 名の大学教員にモンゴル語

のチェックを依頼した。そのうえで、それら 18 の文をランダムに並べ替え、内モ

ンゴル自治区の大学で日本語を専攻とする 40 名のモンゴル語を母語とする日本

語学習者に翻訳してもらった。また、モンゴル語を母語とする日本語学習者の出

JLPT  N2 JLPT　N3
人数 20名 20名
出身 内モンゴル 内モンゴル
母語 モンゴル語 モンゴル語
日本語レベル N1：5名　N2：15名 N3：20名
日本語学習歴 3年～6年 ３年
専攻(大学) 日本語教育 日本語教育
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身地、母語以外に使用できる言語および、生活言語について回答してもらった。

収集したデータの日本語の翻訳文の中から、モンゴル語の二重格語尾の翻訳にあ

たる部分を取り出し、N2 レベルと N3 レベルの間で比較分析を行った。なお、本

稿で使用した日本語能力試験 N2 レベルのデータはゴ（ 2020）の調査結果である。  

 

５．調査結果  

 まず、全体的な結果から述べる。モンゴル語を母語とする日本語学習者が実際

に属格語尾を基本とする二重格語尾をどのように翻訳しているかを、以下の表 2

で示す。  

表 2 は 6 種類の属格語尾を基本とする二重格語尾の翻訳の結果である。調査文

は各種類 18 例であるため、N2 レベル、N3 レベルともに 360 例である。  

 

表 2：属格語尾を基本とした二重格語尾の調査結果  

 

a:  助詞＋名詞   b:  名詞＋助詞  c:  助詞＋名詞＋助詞  d:  助詞＋助詞  e: 助詞  f:φ  

（ JLPT N2 レベルの結果はゴ（ 2020）の調査結果である）  

 

調査の結果、N2 レベルの日本語学習者は「助詞＋名詞＋助詞」の形で翻訳して

いる例が最も多い 186 例、その次に「助詞＋助詞」の形で翻訳している例が 105

例、「助詞」の形で翻訳している数が 60 例、「 φ」の形が 5 例、「助詞＋名詞」の

属格語尾
+対格語

尾 
（ ᠪ  ᠶᠢ）

属格語尾
＋与位格
語尾

（  ᠶᠢᠨ  ᠳᠤ）

属格語尾
＋与位格
語尾

（ᠪ ᠳᠤ）

属格語尾
＋奪格語

尾
（ᠪ  ᠡᠴᠡ）

属格語尾
＋造格語

尾
（ ᠪ  ᠪᠠᠷ）

属格語尾
＋共同格
語尾　　
（ᠪ ᠲᠠᠢ）

3文 3文 3文 3文 3文 3文

a 0 0 1 0 0 0 1例

b 0 2 0 1 0 0 ３例

c 11 48 46 26 44 11 186例

d 37 5 3 13 10 37 105例

e 11 4 9 19 6 11 60例

f 1 1 1 1 0 1 5例

a 0 0 0 0 0 0 0例

b 0 4 2 2 3 2 13例

c 17 48 49 20 44 23 201例

d 27 1 0 17 3 25 73例

e 16 7 9 21 10 10 73例

f 0 0 0 0 0 0 0例

360例

属格語尾を基本とす
る二重格語尾の種類

合計

18文

360例
N2

N3

調査文
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形が 1 例、「名詞＋助詞」の形が 3 例であった。これに対して N3 レベルの日本語

学習者は「助詞＋名詞＋助詞」の形で翻訳している例が最も多い 201 例、その次

に「助詞＋助詞」の形で翻訳している例が 73 例、「助詞」の形で翻訳している例

が 73 例、「φ」の形が 0 例、「助詞＋名詞」の形が 0 例、「名詞＋助詞」の形が 3

例であった。これらのことから、N2 レベルと N3 レベルは同様に、モンゴル語の

二重格語尾を「助詞＋名詞＋助詞」の形で翻訳することが多いことが明らかにな

った。  

一方で、N2 レベルと N3 レベルを比較すると、「助詞＋名詞」の形においては

1 例の差、「名詞＋助詞」の形においては 10 例の差、「助詞＋名詞＋助詞」の形に

おいては 15 例の差、「助詞＋助詞」の形においては 32 例の差、「助詞」の形にお

いては 13 例の差、「 φ」の形においては 5 例の差があった。このことから、「助詞

＋助詞」の形で翻訳する場合が最も多いことが明らかになった。また、表 2 で示

しているように、学習レベルを問わず、属格語尾＋与位格語尾（     ᠶ ᠢ ᠨ  ᠳ ᠦ）、属格語

尾＋与位格語尾（ ᠪ  ᠳᠤ）、属格語尾＋造格語尾（   ᠪ    ᠪᠠᠷ）、の 3 種類は「助詞＋名詞＋

助詞」の形で翻訳されることが最も多いが、N3 レベルの方が属格語尾＋奪格語尾

（ ᠪ     ᠡ ᠴᠡ）を「助詞」の形で翻訳されるのに対して、N2 レベルの方は「助詞＋名詞

＋助詞」の形で翻訳されることが多く、属格語尾 +対格語尾  （   ᠪ     ᠶ ᠢ）と属格語尾＋

共同格語尾（ ᠪ  ᠲ ᠠ ᠢ）形の二重格語尾は学習レベルに関係なく「助詞＋助詞」の形で

翻訳されることが多いことが明らかになった。  

 このように、表 2 から得られたことを踏まえ、以下の通り考察を行った。また、

レベルを問わず出現した翻訳の形式を太字で示した。なお、調査文の下の日本語

の文は筆者がつけたグロスである。  

 

５．１  「属格語尾＋対格語尾」の組み合わせ  

 「属格語尾＋対格語尾」の組み合わせの調査文は次の 1）から 3）の通りである。 

1)  ᠪᠢ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   � ᠢ   ᠠ ᠪ ᠴ ᠤ  ᠢ ᠷ ᠡᠪᠡ᠃  

グロス：「私／スチン／の／を／持って／来た。」  

模範的な訳文：私はスチンのものをもってきた。  

2)  ᠠ ᠪᠤ  � ᠠ ᠷ  ᠤ ᠲ ᠠ ᠰ ᠦ   ᠪᠠ ᠨ  ᠵ ᠠ ᠰ ᠠ ᠭ᠋ ᠤ ᠯ ᠬ ᠤ   ᠪᠠ ᠷ   ᠤᠴ ᠢ ᠬ ᠤ   ᠦ� ᠡ ᠰ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   � ᠢ  ᠪᠠ ᠰ ᠠ   ᠠᠪᠤ ᠭ᠋ ᠠᠳ  ᠤᠴ ᠢ ᠯ  �᠃  

グロス：「お父さん／携帯／を／修理してもらい／に／行く／時／スチン／の  
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／を／も／持って／行った。」  

模範的な訳文：父は携帯を修理しに行く時スチンの携帯も持って行った。  

3)  ᠪᠠ ᠲ ᠤ  ᠨ ᠤ ᠮ   ᠢ � ᠠ ᠨ  ᠠ ᠪ ᠴ ᠢ ᠷ ᠠ ᠬ ᠤ  ᠦ� ᠡ ᠰ   ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   � ᠢ    ᠪᠠ ᠰ ᠠ  ᠠ ᠪ ᠴ ᠢ ᠷ ᠠ ᠵ ᠤ  ᠦ ᠭ᠍ᠭᠦ ᠭ᠍ ᠰ ᠡ ᠨ᠃  

グロス：「バト／本／を／持って来る／時／スチン／の／を／も／持って来て  

くれた。」  

模範的な訳文：バトさんが本を持って来るときスチンの本を持って来てくれ

た  

1）から 3）までの文は、すべて「属格語尾＋対格語尾」の形の二重格語尾が含

まれている文である。モンゴル語の属格語尾「   ᠦ」はこの 3 つの調査文の中で、所

属や所有の意味を表す、つまり、スチンさんに所属する物またはスチンさんの所

有物の意味を表す。モンゴル語の対格語尾は日本語で対象の意味を表す、動作の

対象、経過する時間、願望・可能・好悪の対象の意味を表す格助詞「を」に対応

させることができる。そのため、調査文 1）から 3）の中では「持って来る」「持

っていく」「持ってきてくれた」などの動作の対象の意味を表す格助詞「を」に当

たる。次に学習者がどのように翻訳しているか、また日本語のレベルによってど

のような変化があるのかについて明らかにする。  

 

表 3：「属格語尾＋対格語尾（ ᠣ   � ᠢ）  」の翻訳特徴の比較  

 
 

表 3 を見ると、「助詞＋助詞」の形で多く翻訳されていることが分かる。まず、

レベルを問わず見られた翻訳に「助詞＋名詞＋助詞」の形の「の本も」「のものも」

「の本を」があり、「助詞＋助詞」の形で翻訳された実例には「のも」「のを」が

翻訳の形式 レベル 属格語尾＋対格語尾　　(用例数)

N2 ー

N3 ー

N2 ー

N3 ものも(3)

N2 の本も(7)、のものも(2)、の本を(1)、の家から(1)

N3
の本も(5)、のものも(5)、の携帯も(3)、の携帯を(1)、の電話を(1)、
の本を(1)、をものを(1)

N2 のと(2)、のも(22)、のを(12)、をも(1)

N3 のも(14)、のを(10)

N2 から(3)、と(2)、の(1)、を(5)

N3 から(2)、の(4)、を(4)、も(6)

N2 φ(1)

N3 ー

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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ある。また、「助詞」の形である「から」「の」「を」もあった。次に、N3 レベル

の学習者の翻訳結果には見られたが、N2 レベルの学習者の翻訳結果にみられな

かった用例には「名詞＋助詞」の形の「ものも」、「助詞＋名詞＋助詞」の形の「の

携帯も」「の携帯を」「の電話を」「をものを」などがあり、また、「助詞」の形の

「も」もあった。最後に、N3 レベルの学習者の翻訳結果には見られなかったが、

N2 レベルの学習者の翻訳結果に見られた用例として「の家から」「のと」「をも」

「と」「 φ」などが挙げられる。  

 

５．２  「属格語尾＋与位格語尾」の組み合わせ  

まず、「属格語尾＋与位格語尾」の組み合わせの調査文は、次の 4）から 6）の

通りである。  

4）ᠪᠢ  ᠲ ᠠ ᠨ᠋ ᠠᠺᠠ     � ᠢ ᠨ  ᠳ᠋ᠦ  ᠳ ᠤ ᠭ᠋ ᠤ ᠢ   ᠪᠠ ᠷ  ᠤᠴ ᠢ ᠵ ᠤ  ᠢᠷ ᠡᠪᠡ᠃  

グロス：「私／田中／の／に／自転車／で／行って／来た。」  

模範的な訳文：私は田中さんの家に自転車で行ってきた。  

5） ᠮ ᠠ ᠷ ᠭ᠋ ᠠ ᠰ ᠢ  ᠯ ᠢ  ᠪᠠ ᠭ ᠰ ᠢ   � ᠢ ᠨ   ᠳ᠋ ᠦ   ᠤᠴᠢ �  �᠃  

グロス：「あした／李先生／の／に／行く。」  

模範的な訳文：あした李先生のところに行く。  

6）  ᠨ ᠠ � ᠵ ᠠ   ᠶ ᠢ ᠨ   ᠳ᠋ ᠦ   ᠤᠴ ᠢ ᠵ ᠤ  ᠢᠷ ᠡ ᠭᠡᠳ  � ᠤ ᠷ ᠪᠠ ᠨ  ᠡ ᠳ᠋ ᠦ ᠷ   ᠪᠤ ᠯ ᠵ ᠤ  ᠪᠠ��  �᠃  

グロス：「友達／の／に／行って／来て／三日間／経っている。」  

模範的な訳文：友達のところに行って来て三日間経っている。  

モンゴル語の属格語尾は日本語の所有、所属、動作の主体、動作の対象、場所、

時の意味を示す格助詞「の」と対応する。調査文 4）から 6）の中にある属格語尾

はすべて所有・所属の意味をあらわす格語尾に当たる。モンゴル語の与位格語尾

は対象をあらわす格助詞「が」または格助詞「を」、範囲・範囲の限定、原因・理

由、動作・行事・状態の場所の意味を表す格助詞「で」、また存在の場所、到着点・

帰着点、行為の対象、動作の受け手、原因・理由移動の方向、動作・作用の時間、

割合の分母の意味を表す格助詞「に」にも対応できる。調査文 4）から 6）の中に

あるモンゴル語の与位格語尾「   ᠳ᠋ ᠦ」は、日本語の動作の場所の意味を表す格助詞

「に」に対応できる。  
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表 4：「属格語尾＋与位格語尾（ ᠶ ᠢ ᠨ  ᠳ᠋ ᠦ）」の翻訳特徴の比較  

 
  

表 4 を見ると、翻訳されている例文の中で N2 と N3 の翻訳が一致しているも

のもあれば異なっているものも見られる。まず、「助詞＋名詞＋助詞」の中でレベ

ルを問わず見られた翻訳に「の家に」「に家から」「のところに」「の家へ」があり、

「助詞」の形で翻訳されたものには「へ」「に」がある。次に、N3 レベルの学習

者の翻訳結果には見られたが、N2 レベルの学習者の翻訳結果にみられなかった

用例としては「名詞＋助詞」の形の「ところに」「家に」の 2 種類、「助詞＋名詞

＋助詞」の形の「のお宅に」「のお宅を」の 2 種類、また、「助詞＋助詞」の形の

「のから」、「助詞」の形の「へ」「に」の 2 種類の外に「φ」が見られた。最後に、

N3 レベルの学習者の翻訳結果には見られなかったが、N2 レベルの学習者の翻訳

結果には見られた形もあり、「の家」「のところへ」「へに」「のへ」「の」といった

ものであった。  

 

５．３  「属格語尾＋与位格語尾」の組み合わせ  

「属格語尾＋与位格語尾」の組み合わせの調査文は、次の 7）から 9）の通りで

ある。  

7）  ᠪᠢ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠤ     ᠳ᠋ ᠦ   ᠳ ᠤ ᠭ᠋ ᠤ ᠢ   ᠪᠠ ᠷ  ᠤᠴ ᠢ ᠵ ᠤ   ᠢᠷ ᠡᠪᠡ᠃  

グロス：「私／スチン／の／に／自転車／で／行って／来た。」  

模範的な訳文：私はスチンの家に自転車で行ってきた。  

8）  ᠦᠴᠦ ᠭᠡᠳ᠋ ᠦ ᠷ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ     ᠤ     ᠳ᠋ᠦ  ᠤᠴ ᠢ ᠯ  �᠃  

グロス：「昨日／スチン／の／に／行った。」  

模範的な訳文：昨日  スチン  の  家  に  行った。  

翻訳の形 レベル 属格語尾＋与位格語尾　　　(用例数)

N2　 の家(1)

N3 ー

N2 ー

N3 ところに(3)、家に(1)

N2 の家に(32)、の家から(10)、のところに(1)、の家へ(2)、のところへ(1)

N3 の家に(29)、の家から(11)、のところに(2)、のお宅へ(3)、のお宅に(2)、のお宅を(1)

N2 へに(1)、のへ(2)

N3 のから(1)

N2 の(1)、へ(4)、に(4)

N3 へ(1)、に(2)

N2 ー

N3 φ(1)

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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9）  ᠳ ᠡ ᠭᠡ ᠷ  �  ᠰ ᠠ ᠷ  �   ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠳ᠋ ᠦ  ᠤᠴᠢ ᠭ᠋ ᠠᠳ  ᠨ ᠢᠭᠡ � ᠠ ᠷ ᠠ ᠭ   ᠪᠤ ᠯ ᠤ ᠭ᠋ ᠠᠳ ᠢ ᠷ ᠡ ᠯ  �᠃  

グロス：「先月／スチン／の／に／行って／一週間／なってきた。」  

模範的な訳文：先月  スチンのところに行って一週間になって来た。  

以上 7）から 9）まで見ると、3 つの調査文において所有、所属の意味を表す属

格の格語尾「   ᠤ」は、日本語の所有、所属の意味を表す「の」に当たる。また、モ

ンゴル語の与位格語尾「   ᠳ᠋ ᠦ」は日本語の動作の場所の意味を表す格助詞「に」に

当たる。次に、学習者が実際にどのように翻訳しているのかを表５で示す。  

表 5 を見ると、「属格語尾＋与位格語尾（   ᠦ   ᠳ᠋ ᠤ）」の組み合わせは、主に「の家に」

で翻訳されていることが分かる。まず、レベルを問わず見られた翻訳に「名詞＋

助詞」の形の「家へ」「家に」の 2 種類と「助詞＋名詞＋助詞」の形である「の家

に」があった。次に、N3 レベルの学習者の翻訳結果には見られたが、N2 レベル

の学習者の翻訳結果にみられなかった翻訳として「ところに」「のところへ」「の

ところに」「のお宅に」「から」「に」などが挙げられる。最後に、N3 レベルの学

習者の翻訳結果には見られなかったが、 N2 レベルの学習者には見られた翻訳の

形もあり、「の家から」「の家へ」「の家で」「のへ」「のに」「へに」「ので」「へ」

「φ」が挙げられる。  

 

表  5：「属格語尾＋与位格語尾（   ᠦ   ᠳ᠋ ᠤ）」の翻訳特徴の比較  

 

 

５．４  「属格語尾＋奪格語尾」の組み合わせ  

「属格語尾＋奪格語尾」の組み合わせの調査文は、次の 10）から 12）の 3 つの

翻訳の形 レベル 属格語尾＋与位格語尾　(用例数)

N2 ―

N3 ―

N2 家へ(1)、家に(1)

N3 ところに(1)、家に(1)、家へ(1)

N2 の家に(43)、の家から(2)、の家へ(2)、の家で(1)

N3 の家に(43)、のところへ(2)、のところに(3)、のお宅に(1)

N2 のへ(2)、のに(1)、へに(1)、ので(1)

N3 ―

N2 へ(4)

N3 から(1)、に(8)

N2 φ(1)

N3 ―

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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調査文を用いて調査した。  

10）  ᠪᠢ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠡ ᠴ ᠡ  ᠳ ᠤ ᠭ᠋ ᠤ ᠢ   ᠪᠠ ᠷ  ᠢᠷ ᠡᠪᠡ᠃  

グロス：「私／スチン／の／から／自転車／で／きた。」  

模範的な訳文：私はスチン  の  家  から  自転車  で  来た。  

11）  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠡ ᠴ ᠡ  ᠡ ᠬᠢ ᠯ ᠡ ᠨ  ᠪᠦᠷ ᠢᠳᠭᠡ ᠵ ᠡ ᠢ᠃  

グロス：「スチン／の／から／始まって／統計した。」  

模範的な訳文：スチン  の  家  から  スタートして  調査した  

12） ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   � ᠤ ᠪ ᠴ ᠠ ᠰ ᠤ  ᠨ ᠢ   ᠰ ᠠ ᠷ ᠠ ᠨ   ᠤ   ᠡ ᠴ ᠡ  ᠶ ᠠ ᠬᠡ᠃  

グロス：「スチン／の／服／は／サラン／の／より／おおきい。」  

模範的な訳文：スチン  の  服  は  サラン  の  服  より  大きい  

以上 10）から 12）の調査文を見ると属格語尾「   ᠦ」と奪格語尾「   ᠡ ᠴᠡ」の組み合

わせである。属格語尾「   ᠦ」はこの調査文の中で所属・所有の意味を表しており、

奪格語尾の「   ᠡ ᠴ ᠡ」はモンゴル語で対象の意味を表す時に格助詞「が」と対応する。

離れる対象の意味を表す場合は格助詞「を」と原因・理由の意味を表す場合は格

助詞「で」、時間・場所の起点、動作の主体となる人、抽象的な起点、順序・範囲

の始点、変化前の状態、判断の根拠、原因・遠因などの意味を表す場合には「か

ら」、そのほか、比較の対象を表す場合に「より」と対応できる。しかし、出どこ

ろ、状態の対象の意味を表す時には「に」にも対応できる場合がある。これを踏

まえ調査文 10）を見ると奪格語尾「   ᠡ ᠴᠡ」は場所の起点を表す、つまり、日本語の

格助詞「から」に当たる。調査文 11）の奪格語尾「   ᠡ ᠴ ᠡ」は順序を表す意味の格語

尾であるため、日本語の格助詞「から」に当たる。しかし、調査文 12）は 10）と

11）と異なり、比較の対象をあらわす格助詞「より」に当たる。次に学習者の実

際の翻訳を表 6 に示す。  

表 6 では N2 レベルの「のサイズより」と N3 レベルの「のサイズから」以外

のすべての翻訳は日本語のレベルに関係なくの翻訳の形がほぼ同じという意味に

なる。  
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表 6：「属格語尾＋奪格語尾（   ᠦ ᠡ ᠴ ᠡ）」の翻訳の特徴の比較  

 

 

５．５  「属格語尾＋造格語尾」の組み合わせ  

 「属格語尾＋造格語尾」の組み合わせの調査文は、次の 13）から 15）の 3 つ

の文である。  

13）  ᠪᠢ   ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠪᠡ ᠷ   ᠤᠴᠢ ᠵ ᠤ   ᠢᠷ ᠡᠪᠡ᠃ 

グロス：「私／スチン／の／に／行って／来た。」  

模範的な訳文：私は  スチン  の  家  に  行ってきた。  

14）  ᠪᠢ    ᠬᠦᠬᠡᠬ ᠤ ᠲ ᠠ     ᠠ᠌ ᠴ ᠠ   � ᠠ ᠷ ᠢ ᠵ ᠤ   ᠢᠷ ᠡ ᠬᠦ   ᠦ� ᠡ ᠰ  ᠳ ᠡ ᠬᠦ ᠦ       ᠦ   ᠪᠡ ᠷ  ᠳ ᠠ ᠭ᠋ ᠠ ᠷ ᠢ ᠵ ᠤ  ᠢᠷ ᠡ ᠯ  �᠃ 

グロス：「私／フフホト／から／帰って／来る／時／弟／の／に／寄って／来

た。」  

模範的な訳文：私はフフホトから帰ってくる時弟の家に寄ってきた。  

15）  ᠰ ᠠ ᠷ ᠠ ᠨ  ᠲ ᠡ ᠭᠡ ᠷ  �  � ᠠ ᠷ ᠠ ᠭ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ ᠪᠡ ᠷ  ᠤᠴᠢ ᠵ ᠤ  ᠢᠷ ᠡ ᠭ᠍ ᠰ ᠡ ᠨ   ᠭᠡ �  �᠃ 

グロス：「サラン／先週／スチン／の／に／行って／来た／そうだ。」  

模範的な訳文：サランさんは先週スチンさんの家に行ってきたみたい。  

調査文 13）から 15）では属格語尾「   ᠦ」と造格語尾「   ᠪᠡ ᠷ」の組み合わせの二重

格語尾が含まれていることが確認できる。属格語尾「   ᠦ」はこの調査文の中で所属・

所有の意味を表しており、つまり、スチンさんまたは弟に所属・所有の意味をあ

らわしているため格助詞「の」に当たる。造格語尾「   ᠪᠡ ᠷ」は通過点の意味を表す

場合に格助詞「を」と対応する。手段・道具・方法、まとまり、動作主、材料、

翻訳の形 レベル 属格語尾＋奪格語尾　　　(用例数)

N2 ー

N3 ー

N2 家から(1)

N3 家から(2)

N2 の家から(19)、の服より(5)、の家に(1)、のサイズより(1)

N3 の家から(14)、の服より(3)、の家に(2)、のサイズから(1)

N2 のから(8)、のより(5)

N3 のから(8)、のより(9)

N2 から(12)、より(6)

N3 から(17)、より(7)

N2 φ(2)

N3 φ(2)

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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範囲・範囲の限定、原因理由の意味を表す場合は格助詞「で」と、材料、経由点

の意味を表す場合は格助詞「から」と対応できる。そのほかに、目的の意味を表

す場合は格助詞「に」と対応できる。そのため、調査文 13）の場合は「行く」と

いう動作の目的を表しているので、格助詞「に」に当たる。調査文の造格語尾「 ᠪᠡ ᠷ」

は「寄ってくる」という動作の通過点の意味を表すため、格助詞「を」に当たる。

調査文 15）の造格語尾「 ᠪᠡ ᠷ」は調査文 13）と同様に「行く」という動作の目的を

表しているので、格助詞「に」に当たる。次に、学習者の翻訳を表 7 に示す。  

 

表 7：「属格語尾＋造格語尾（   ᠦ  ᠪᠡ ᠷ）」の翻訳の特徴の比較  

 

 

表 7 を見ると、まずレベルを問わず見られた翻訳に「の家から」「の家に」「の

家を」があり、「助詞＋助詞」の形で翻訳された実例に「のから」がある。また、

「助詞」の形で翻訳されている実例に「に」などがあった。次に、N3 レベルの学

習者の翻訳結果には見られたが、N2 レベルの学習者の翻訳果に見られなかった

用例に名詞＋助詞」の形の「家を」「ところに」の 2 種類、「助詞＋名詞＋助詞」

の形の「に家に」「のところへ」「のところを」の 3 種類があり、また、「助詞＋助

詞」の形の「のを」「のに」の 2 種類、「助詞」の形の「と」「を」「の」の 3 種類

であった。最後に、N3 レベルの学習者の翻訳結果には見られなかったが、N2 レ

ベルの学習見られた形もあった。実例として「の家へ」「を家へ」「ので」「のへ」

翻訳の形 レベル 属格語尾＋造格語尾　　(用例数)

N2 ―

N3 ―

N2 ―

N3 家を(1)、ところに(2)

N2
の家から(3)、の家に(37)、の家を(4)、のところに
(1)、の家へ(1)、を家へ(1)

N3
の家から(4)、の家に(25)、の家を(8)、のところに
(3)、に家に(1)、のところへ(2)、のところを(1)

N2 ので(2)、のへ(2)、のも(1)、へも(1)、のから(1)

N3 のに(1)、のを(1)、のから(1)

N2 から(1)、に(3)、へ(2)

N3 に(6)、と(1)、を(1)、の(2)

N2 ―

N3 ―

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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「のも」「へも」「から」「へ」などが挙げられる。  

 

５．６  「属格語尾＋共同格語尾」の組み合わせ  

「属格語尾＋共同格語尾」の組み合わせの調査文は、次の 16）から 18）の 3 つ

の文である。  

16）  ᠪᠢ  ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠲ ᠠ ᠢ  ᠠᠪ ᠴᠤ   ᠢᠷ ᠡᠪᠡ᠃  

グロス：「私／スチン／の／と／持って／来た。」  

模範的な訳文：私はスチンさんのものと持ってきた。  

17）  ᠡ ᠵ ᠢ   ᠮᠦ᠋ᠩ ᠭᠦ   ᠪᠡᠨ  ᠲ ᠤ ᠰ ᠢ � ᠠ ᠬ ᠤ   ᠦ� �   ᠳᠦ   ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠲ ᠠ ᠢ   � ᠠ ᠮ ᠲ ᠤ  ᠲ ᠤ ᠰ ᠢ � ᠠᠪᠠ᠃  

グロス：「お母さん／料金／を／払う／時／に／スチン／の／と／一緒／支払っ

た。」  

模範的な訳文：母が料金を払う時にスチンの料金と一緒に払った。  

18）  ᠪᠠᠲ ᠤ  ᠨ ᠤ ᠮ   ᠢ� ᠠ ᠨ   ᠪᠤᠴ ᠠ ᠭ᠋ ᠠ ᠬ ᠤ  ᠦ� ᠡᠰ   ᠰ ᠡ ᠴ ᠡ ᠨ   ᠦ   ᠲ ᠠ ᠢ  � ᠠ ᠮ ᠲ ᠤ  ᠪᠤᠴ ᠠ ᠭ᠋ ᠠ ᠭ ᠰ ᠠ ᠨ  ᠭᠡ�  �᠃  

グロス：「バト／本／を／返却する／時／スチン／の／と／一緒／返却した／そ

うだ。」  

模範的な訳文：バトさんは本を返却する時スチンさんの本と一緒に返却したそ

うです。  

 16）から 18）までの調査文も属格語尾を基本とする日本格語尾が含まれている

文であり、「属格語尾＋共同格語尾」の組み合わせの二重格語尾である。この 3

つの調査文を見ると属格語尾「   ᠦ」はスチンさんの所属・所有の意味を表してい

るため、格助詞「の」に当たる。次に共同格語尾「 ᠲ ᠠ ᠢ」が日本語のどのような格

助詞に対応できるかについて意味用法を基に見ると、共同動作の相手、動作の対

象、対立的な対象、異同的な対象等の意味を表す場合に格助詞「と」と対応でき

る。そのため、調査文 16）から 18）の中の共同格語尾「 ᠲ ᠠ ᠢ」は「持って来る」「支

払う」「返却」などの動作の対象をあらわしているため、格助詞「と」に当たる。

次に、学習者の翻訳の結果を表 8 で示す。  
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表  8：「属格語尾＋共同格語尾（   ᠦ    ᠲ ᠠ ᠢ）」の翻訳の特徴の比較  

 

 

表 8 を見ると、学習者の翻訳にはばらつきがあり、N2 と N3 で一致している翻

訳もあれば異なっている翻訳も見られた。まず、「助詞＋名詞＋助詞」の中で学習

者のレベルを問わず見られる翻訳の実例に「の本と」「の本も」「のほんを」があ

り、「助詞＋助詞」の形で翻訳された実例には「のも」「のと」「との」があった。

また、「助詞」の形で翻訳されている実例として「から」「と」「も」などがあった。

次に、N3 レベルの学習者の翻訳結果には見られたが、N2 レベルの学習者の翻訳

結果にみられなかった用例は「名詞＋助詞」の形の「ものも」「ものを」の 2 種類、

「助詞＋名詞＋助詞」の形の「のものを」、また、「助詞＋助詞」の形の「のを」、

「助詞」の形の「まで」であった。最後に、N3 レベルの学習者の翻訳結果には見

られなかったが、N2 レベルの学習者には見られた用例として、「の分と」「の分

も」「のまで」「に」「の」などが挙げられる。  

 

６．考察  

6 種類の属格語尾を基本とする二重格語尾を、N2 レベルと N3 レベルの日本語

学習者がそれぞれどのように翻訳しているのかを図 1 から図６で示す。なお、 a

は助詞＋名詞、b は名詞＋助詞、c は助詞＋名詞＋助詞、d は助詞＋助詞、e は

助詞、 f は φ を表す。  

翻訳の形 レベル 属格語尾＋共同格語尾　　(用例数)

N2 ー

N3 ー

N2 ー

N3 ものも(1)、ものを(1)

N2
の分と(2)、の本と(2)、の本も(1)、の分も(2)、の本を(1)、を共に
(1)、と一緒に(3)

N3
の本と(1)、の金と(1)、の本も(4)、の本を(1)、のものを(1)、を共に
(1)、を一緒に(1)、と一緒に(1)、と一緒と(7)、も一緒に(6)

N2 のも(18)、のと(17)、との(1)、のまで(1)

N3 のと(11)、との(7)、のも(6)、のを(1)

N2 から(1)、と(7)、に(1)、の(1)、も(1)、

N3 から(1)、と(5)、も(1)、まで(3)

N2 ー

N3 ー

助詞＋名詞

名詞＋助詞

助詞＋名詞＋助詞

助詞＋助詞

助詞

φ
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図 １ 属 格 語 尾 ＋ 対 格 語 尾             図 2 属 格 語 尾 ＋ 与 位 格 語 尾 a 

 
    図 ３ 属 格 語 尾 ＋ 与 位 格 語 尾 ｂ           図 4 属 格 語 尾 ＋ 奪 格 語 尾  

   

図 5 属 格 語 尾 ＋ 造 格 語 尾             図 6 属 格 語 尾 ＋ 共 同 格 語 尾  

 

６．１  正訳について  

図 1～図 6 から分かるように、 6 種類の二重格語尾の翻訳の形が多くある中で

正訳は主に「助詞＋名詞＋助詞」の形で翻訳されていることが確認できる。また、

図１の「属格語尾＋対格語尾」は「助詞＋名詞＋助詞」だけでなく「格助詞＋格

助詞」の形で翻訳され、図 4 の N3 レベルの学習者も「格助詞＋格助詞」の形で

翻訳していることが確認できる。そのほかに、6 つの図の中で正訳率が最も低く、

10％にも達していない二重格語尾は図 6 の「属格語尾＋共同格語尾」の組み合わ

せであることが確認できる。これらのことから、「属格語尾＋共同格語尾」の組み
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合わせは他二重格語尾の組み合わせと比べて翻訳しにくいと言える。  

 

６．２  誤訳について  

 図 1～図 6 から分かるように「属格語尾＋共同格語尾」の誤訳が最も多かった

ことが確認できる。次に「属格語尾 +対格語尾（   ᠤ   � ᠢ）」、「属格語尾＋与位格（   � ᠢ ᠨ   ᠳ᠋ ᠦ）」、

「属格語尾＋与位格（   ᠦ   ᠳ᠋ ᠦ）」、「属格語尾＋奪格（   ᠤ   ᠠ᠌ ᠴᠠ）」、「属格語尾＋造格語尾

（   ᠤ  ᠪᠠ ᠷ）」、「属格語尾＋共同格語尾（   ᠤ  ᠲ ᠠ ᠢ）」の 6 種類の属格を基本とする二重格語

尾を学習者が実際にどのように翻訳しているかについて考察したところ、「詞＋

名詞」「名詞＋助詞」「助詞＋名詞＋助詞」「助詞＋助詞」「助詞」「 φ」のように 6

つの形式で翻訳していることが確認できた。その中で「名詞＋助詞」「助詞＋名詞」

の形式で翻訳されている実例を見てみると、小林（ 1983）によるモンゴル語を母

語とする日本語学習者が書いた日本語の文には助詞の脱落が多いという結果と一

致している。「助詞＋名詞」の形式で翻訳している学習者の実例「私は田中の家自

転車で行ってきた。」（調査対象者 A-11）を見ると分かるように「家」の後ろに目

的を表す格助詞「に」が脱落しており、この原因をさらに調査する必要があると

考えられる。「名詞＋助詞」の形式で翻訳している実例「先月スチンさん家に行っ

て一週間泊まってきた。」（調査対象者 A-9）を見ると、「スチンさんの家に」と書

くべきところを「スチンさん家に」と書いており、「の」の脱落が確認できる。こ

の原因としては母語干渉ではなく、中国語の影響を受けている可能性が高いと思

われる。また、調査結果から分かるように 6 種類の格語尾は「助詞＋名詞＋助詞」

の形式で翻訳されることが最も多く，誤訳が少なくないことが分かる。  

本稿で使用する二重格語尾が含まれるモンゴル語文のデータはすべて属格語

尾を基本とする二重格語尾であり、モンゴル語の属格語尾は日本語「の」意味用

法的に非常に似ている。例えば、連体修飾の関係を示す「ᠦᠷᠦ ᠨ᠋ ᠡ ᠳ᠋ ᠡ ᠬᠢ ᠨ   ᠦ  ᠬᠦ ᠭ᠍ ᠵ ᠢ ᠮ  （西洋の

音楽）」 「 ᠶ ᠠ ᠫᠤᠨ   ᠦ  ᠺᠢ ᠨ᠋ ᠤ（日本の映画）」、所属関係を示す「（学校の図書館）」「友達の車」

などである。そのため、学習者が翻訳するときに正しく翻訳できていない原因に

ついて、さらに調査する必要があると思われる。最後に「助詞＋助詞」の形式で

翻訳されている割合も高いことが分かるがモンゴル語の二重格語尾を「のから」

「のへ」「のを」「のより」などのように「準体助詞の＋助詞」で翻訳しているこ

とが見受けられる。浅川・竹部（ 2014）は体言の資格を有する「の」「から」が格
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助詞として分類される場合があると述べている。しかし、体言の資格を有する「の」

「から」は、格助詞「へ」「が」などと重ねて用いることができるので、「格助詞

と格助詞とは重ならない」という原則に反するしたがって、体言の資格を有する

「の」「から」は準体助詞として扱うべきであると指摘している。  

 

７．まとめ  

本稿では、中国の内モンゴル自治区における N2 レベルと N3 レベルのモンゴ

ル語を母語とする日本語学習者それぞれ 20 名を二つのグループに分け、属格を

基本とする二重格語尾が含まれるモンゴル語の文をどのように翻訳しているかに

ついて分析してきた。  

その結果、全体的にみるとゴ（ 2020）の結果と同様に学習レベルを問わず、「助

詞＋名詞」「名詞＋助詞」「助詞＋名詞＋助詞」「助詞＋助詞」「助詞」「 φ」の 6 種

類の形式で翻訳されていることが明らかになった。その中で、「属格語尾＋共同格

語尾」以外の二重格語尾は「助詞＋名詞＋助詞」の形で翻訳され、正確率が高か

った。しかしながら、「助詞＋名詞＋助詞」の形であっても間違っている翻訳も少

なくなかったという点が特筆すべき結果であった。また、その原因としては名詞

に前接する助詞もしくは後接する助詞のどれかが間違っているということが明ら

かになった。正訳の結果に対して、誤訳のばらつきが多かった。本調査から、学

習レベルによる翻訳上の特徴は見られなかった。  
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